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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）関係機関

との討議議事録（R/D）に基づき、地球規模課題対応国際科学技術協力「ベトナム北部中山間地域

に適応した作物品種開発プロジェクト」を 2010年 12月から 5カ年間の予定で実施しています。 

このたび、プロジェクトが協力期間の中間地点に至ったことから、プロジェクトの進捗や実績

を確認したうえで目標及び成果達成に向けた貢献・阻害要因を分析すること、評価５項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト及び持続性）の観点から日本・ベトナム双方で総合的にプロジ

ェクトを評価すること、及び今後の対策について提言を行うことを目的として、2013年 7月 31日

から 8月 15日まで中間レビュー調査団を現地に派遣しました。 

現地ではベトナム側の団員と合同評価調査団を形成し、評価結果を合同評価報告書に取りまと

め、ベトナム側の政府関係者と今後の方向性について協議し、ミニッツ（M/M）に署名を取り交

わしました。本報告書は、その結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの実施にあ

たり広く活用されることを願うものです。 

終わりに本調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表し

ます。 

 

平成 25年 9日 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 熊代 輝義 
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中間レビュー調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：ベトナム社会主義共和国 案件名：ベトナム北部中山間地域に適応した作

物品種開発プロジェクト 

分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト（科学技術） 

所轄部署：農村開発部 協力金額（評価時点）：約 3.3億円 

 

協力 

期間 

（R/D）：2010年 12月 3日 

～2015年 12月 2日 

先方関係機関：ハノイ農業大学（HUA） 

 

（延長）： 日本側協力機関： 

九州大学農学研究院、九州大学熱帯農学研究セ

ンター、名古屋大学生物機能開発利用研究セン

ター 

（F/U）： 他の関連協力： 

（E/N）（無償）  

１－１ 協力の背景と概要 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）は、人口約 8,600 万人、国土面積約

33万 km2、山岳・丘陵地帯を多く有する国である。ドイモイ政策後、工業化が進み、農業従事

者は全体雇用の 70％から 50％以下に、農業部門の国内総生産も 40％から 20％程度にシェアが

低下した。しかし、農業生産の絶対的規模は拡大しており、依然としてベトナムの主要産業で

ある。なかでもコメはベトナム国民の主食であるとともに、外貨獲得の手段としても重要な地

位を占めている。人口増加による食料需要増加や作物収穫量の減少により、長期的な「食料の

安定供給」は同国の大きな課題となっている。コメを中心とした主要農産物の生産は、南北の

平野部（メコンデルタ、紅河デルタ）に偏在している。本案件の対象地域となる北部中山間地

域の稲作は、冷涼な気候により 40％の地域で一期作しかできないことや農業インフラの未整備

など、平野部との格差が顕著であり、農業生産性が低くコメ自給率はおおむね 60～70％と慢性

的な食料不足を来している。よって、北部中山間地域における農業生産性の向上により食料不

足の改善及び貧困削減を図るためには、同地域に適応した高収量、病虫害抵抗性及び早生のイ

ネ新品種の開発・導入が喫緊の課題として求められている。 

一方、ベトナムのイネ品種開発技術は、政府関連機関や大学の研究者によって長年取り組ま

れ、これまでに一定の成果を上げてきたものの、同国では交配と選抜を中心とした従来型の育

種技術による品種開発を行っているため、現状では新品種の開発に長大な時間を要しており、

遺伝子情報を駆使した先端的な育種技術を導入し、改良事業の効率化、近代化を図ることは、

ベトナムの育種研究機関にとって重要な課題となっている。また、わが国では、イネ科学は基

幹作物の育成と実験作物としての利用に貢献してきたが、学術的な成果が必ずしも国際的な実

用現場に生かされていない状況にある。そのため、同分野において本研究を国際科学技術協力

案件として実施し、地球規模課題の解決につながる成果をめざした研究に取り組むことは、わ

が国にとっても極めて重要な課題となる。 

本プロジェクトは地球規模課題対応国際科学技術協力案件（SATREPS）として 2010年 12月

からの 5年間の予定で実施中であるが、今般、プロジェクト期間の中間地点を迎えたため、プ

ロジェクトの進捗や実績の評価を行い、プロジェクトの残り期間の課題を分析し、対策につい

て提言を行うべく、中間レビュー調査団を派遣することとなった。 

 

 



 

ii 

１－２ 協力内容 

（１）プロジェクト目標 

ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開発のための、イネ

育種システムが強化される。 

 

（２）成果 

１．大容量・高速ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法が開発される。 

２．短期生育・高収量・病虫害抵抗性イネ新品種育種のための有望系統群が開発される。

３．イネ有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。 

 

（３）投入 

＜日本側＞ 

専門家： 短期専門家／研究者 10名、長期専門家（業務調整）1名 

本邦研修：短期研修延べ 22 名、長期研修 4 名参加、遺伝資源管理に係る会合開催〔ハ

ノイ農業大学（HUA）、教育訓練省（MOET）、計画投資省（MPI）から計 9

名参加〕 

機材供与：プロジェクト事務所、遺伝資源関連施設、育種実験室、植物生産生理実験室、

ソクチャン（ST）育種支場向けに必要機材が供与 

施設建設：ST育種支場（事務所、交雑用建屋、網屋）、HUA内に網屋、交雑用建屋、冷

蔵貯蔵庫、廃水処理施設、使用土壌置場を設置 

ローカルコスト負担：約 150 万ドル（2013 年 6 月末まで）、実験活動費、施設建設・改

修費、人件費として支出 

＜相手国側＞ 

カウンターパート（C/P）配置：延べ 40 名、4 チーム（１．遺伝資源、２．育種、３．

植物生産生理、４．防疫・普及・バイオテクノロジー）を編成 

HUA内のプロジェクト事務所、実験室、網屋、試験圃場を提供、タイグェン試験圃場、

ラオカイ試験圃場、ST育種支場の圃場に係る賃借料を日本側と共に負担 

ローカルコスト負担：約 30万ドル（2013年 6月末まで）、実験活動費、施設建設・改修

費、人件費として支出 

２．評価調査団の概要 

調査者 
 

分 野 氏 名 所 属 

団長／総括 山根 誠 独立行政法人国際協力機構（JICA）農村開発部 

水田地帯第一課 企画役 

協力企画 朝川 知佳 JICA農村開発部 水田地帯第一課 

評価分析 齋川 純子 株式会社コーエイ総合研究所 コンサルタント 

科学技術計画・ 

評価 

国分 牧衛 SATREPS評価委員 

東北大学大学院 農学研究科 教授 

科学技術計画・ 

評価 

発 正浩 独立行政法人科学技術振興機構（JST） 

地球規模課題国際協力室 主任調査員 
  

 

調査期間 2013年 7月 31日～2013年 8月 16日 評価種類：中間レビュー 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（１）成果１達成に向けた活動 

１．有用遺伝子の探索・同定：九大・名大から 186の遺伝資源が HUAに導入。HUA主
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導で、短期生育に係る遺伝資源の探索・同定を進める予定で、日本側はこれに協力す

る。 

２．大容量・高速ジェノタイピングを導入した DNA マーカー選抜（MAS）の最適化：

名大は本プロジェクト目的に特化した DNA マイクロアレイシステム（Golden Gate 

Array）を開発。九大も同システムを導入し、C/P研修生に対し SNP同定に係る研修を

実施。MASを最適化する 24 DNAマーカーを同定。Golden Gate Arrayは 2012年 7月

に HUAに導入、MAS最適化に係る HUAへの技術移転が強化される予定。 

３．メコンデルタ地域の高温環境を利用しての効率的な世代促進：STにイネ育種支場を

設置、2011年 11月から作付開始。2012年冬作（2012年 10月播種、2013年 1月戻し

交雑、2013年 2月収穫）、2013年春作（2013年 3月播種、2013年 6月戻し交雑、2013

年 8 月収穫）を ST 育種支場で実施、シャトル育種手法による迅速な世代促進を安定

的に実施。 

 

（２）成果２達成に向けた活動 

１&２短期生育・高収量・病虫害抵抗性に関与する遺伝子を有する有望系統を開発、有望

系統への有用遺伝子の集積（ピラミディング）：IR24 及び KD18 を受容親として、高収

量（GN1、WFP1）、白葉枯病耐性（XA7、XA21）、トビイロウンカ耐性（BPH25、BPH26）、

セジロウンカ耐性（OVC、OVC-related QTLs）遺伝子をもつ育種材料との交雑を、2011

年 HUA 春作より開始。2011 年 HUA 秋作で、育種材料及びその後代が栽培、戻し交雑

実施。戻し交雑集団を 2011 年 ST 冬作で栽培、九大・名大で MAS を実施、遺伝子情報

をベトナム側に送り、STで更なる戻し交雑を実施、2012年 3月に BC2F1種子を取得。

BC2F1世代の MAS及び戻し交雑が 2012年 HUA秋作で繰り返され、BC3F1及び BC2F2

種子を取得。BC3F1及び BC2F2種子は 2012年 10月に STで作付、戻し交雑により BC4F1

種子、自家受粉により BC3F2 種子を取得。2013 年 3 月、BC4F1 苗は ST に、BC3F2 苗

は HUA、タイグェン、ラオカイに移植。 

３．有望系統群の形質調査：導入された系統（IAS、Ruf-ILs、BPH-NILs）の形質調査を実

施。 

 

（３）成果３達成に向けた活動 

１．有望系統群の生理的特性の検定：九大・名大から導入された系統から短期生育型 2系

統をタイグェンにて選抜。2011年 HUA秋作及び 2012年 HUA春作で、同 2系統につき

ポット試験を実施し、分ゲツ期、出穂期、糊熟期に、光合成特性、葉面積、乾物重を調

査。 

２．有望系統群の環境適応性試験実施：同短期生育型 2系統から派生した 7系統につき、

2011 年秋作、2012 年春作に、HUA、タイグェン、ラオカイの 3 カ所で試験実施、生育

期間、収量、穀粒量、粒登熟度、1,000 粒当たりの重量を比較。九大・名大から導入さ

れた系統につき、乾燥耐性及び低温耐性の試験を HUA 網屋にて、光合成試験を圃場に

て実施。 

３．有望系統群に対応した推奨される栽培法に係る情報の取りまとめ：短期生育型 2系統

を使用し、肥料（窒素）及び栽植密度の成長及び収量への影響につき試験を開始（2012

年度）。葉面積指数、穂成長速度、窒素利用効率、効果的な栽植密度に関するデータを

収集。2012年 1月、9月、2013年 5月に、タイグェン省とラオカイ省の農家を対象に農

民研修を実施（参加者総計約 180名）、同 2系統に関する栽培技術につき説明を実施。 
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３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性：高い 

本プロジェクトは、ベトナム側の開発政策〔第 9次社会経済開発 5カ年計画（2011～2015

年）、農業生産マスタープラン（～2020年）・ビジョン（～2030年）〕、日本の ODA政策（対

ベトナム国別援助方針、2012年 12月）、C/P機関及び対象地域のニーズに整合しており、

妥当である。 

 

（２）有効性：高い 

１）成果の達成状況・見込み 

・成果１：九大・名大で MAS技術を最適化し、STで迅速な世代促進が実施され、ジェ

ノタイピングによる効率的なイネ育種法が確立しつつある。よって、成果１は十分な

レベルに達しているといえる。 

・成果２：ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法（成果１）は既に実践されてい

る。今後、HUAに導入された DNAマイクロアレイシステム（Golden Gate Array）を

使い C/P 自身で MAS を実施し、有用遺伝子を有する有望系統が開発される見込みで

あることから、成果２の達成は大いに見込まれる。 

・成果３：選抜された系統につき、HUA側を主体として実験室及び圃場レベルでの試験

（生理的、環境適応性）がこれまで着実に実施されている。今後開発される有望系統

に対しても同様の試験を実施予定であり、プロジェクト終了までの成果３の達成は大

いに見込まれる。 

２）プロジェクト目標の達成状況・見込み 

本プロジェクトは、有用遺伝子を探索・同定し、MASを最適化し、効率的なイネ育種

法を開発し（成果１）、必要な特性に関与する遺伝子を有する有望系統群を開発し（成

果２）、開発された有望系統群の生理生態的特性を明らかにしたうえで栽培法に関する

情報を取りまとめる（成果３）ことにより、プロジェクト目標を達成することをめざし

ている。プロジェクト前半では、想定以上に戻し交雑育種が迅速かつ効率的に進んでお

り、成果１は十分なレベルに達している。今後も継続する活動により、成果２、成果３

についても、十分なレベルに達することが見込まれ、ひいては、プロジェクト終了時ま

でにプロジェクト目標が達成することが大いに見込まれる。 

 

（３）効率性：中程度に高い 

１）投入 

日本側からの投入（専門家の派遣、本邦研修、供与機材、施設建設・改修、現地業務

費）は、アウトプット産出のためおおむね適切に行われている。本邦研修で得た経験・

知見はプロジェクト実施に有効であった。ただし、投入に係る経費は当初計画額を大き

く超えている。 

ベトナム側は HUA の若手研究者を C/P として配置し、プロジェクト活動に専念でき

るよう必要な措置を取っている。現地業務費 5年間分の総枠分は既に承認されており、

業務費支出の遅延によるプロジェクト活動の停滞は生じていない。 

２）活動 

成果産出のためのプロジェクト活動は、おおむね効率的に進捗している。日本側専門

家とベトナム側 C/Pの良好な協力関係、C/Pメンバー内の良好な関係、HUAと他のベト

ナム側関係機関との良好な関係、ST育種支場の早期の設置・運用が、活動の効率性を促

進している。 
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（４）インパクト 

１）上位目標達成見込み 

プロジェクトでは、有望系統に対し品質特性試験に当たる生理生態学的試験を実施

し、その後エリート系統については 1 ha程度の実用化試験を実施する予定である。改良

品種の普及という点では、種苗会社及び農家との協働が必要であるが、プロジェクトで

は、両者との協力関係が既にある。よって、北部中山間地域においてイネ改良品種が普

及し、食料安全保障及び持続的農村開発が促進されるという上位目標は、プロジェクト

終了後 3年以内の達成は厳しいものの、将来的には達成されることが大いに見込まれる。

２）波及効果 

本プロジェクト活動を通じて、若手 C/Pの能力は向上してきている（自らの研究分野

に係る知識・技術の向上、機材使用方法への理解向上、スムーズな実験計画の準備、研

究成果の発表・論文の執筆など）。 

2012年 10月 11日に HUA主催で開催されたワークショップで（約 140名参加）、本プ

ロジェクト概要が説明され、諸省庁からの参加者のプロジェクトへの強い期待が生じ

た。 

ST 支場の設置・運用を通じ、ST 省独自の育種活動が改善される一方、プロジェクト

側も今後の新たな研究課題についてのアイディア（耐塩性、乾燥耐性、冠水耐性など）

が得られた。 

既述のとおり、タイグェン省とラオカイ省で農民研修を実施し、プロジェクトで開発

する品種ブランドへの認知度と期待が農民の間で高まっている。 

 

（５）持続性 

１）政策面 

食料不足の状態にある中山間地域における食料安全保障は、ベトナムの国家政策であ

り続けるため、政策支援はプロジェクト終了後も継続することが大いに見込まれる。 

２）財政面 

管轄省である MOETからの研究活動継続への予算は限られたものであると思われる。

研究活動に係るプロポーザルを他機関に提出し研究資金を得るという可能性もあるが、

若手研究者が資金を得ることは通常は難しい。新品種登録のめどが立てば、新品種の導

入・普及に対する、農業農村開発省（MARD）からの資金手当てはかなりの確度で期待

できる。 

３）組織・技術面 

プロジェクト活動を通じて、若手 C/Pの知識・技術はある程度向上しており、今後人

材育成が強化される予定であることから、プロジェクト終了までにはその能力は更に向

上すると考えられる。HUA研究者が他の大学・研究機関に移るケースはあまりないため、

若手 C/Pは今後も HUAに定着し、研究活動を継続すると考えられる。HUAに機材も整

ったことから、資金的手当てができれば、プロジェクト終了後も、C/P 自身で供与機材

を活用して研究活動を継続していくことは大いに見込まれる。ただし、研究活動のアイ

ディアを出し、研究活動計画を立て、資金を確保し、研究活動を実践していくという総

合的な能力が、主要 C/Pメンバーに今後どこまで備わるかについては懸念がある。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 

特になし。 
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（２）実施プロセスに関すること 

・ベトナム側 C/P は 4 チームに編成され、C/P がプロジェクト活動に専念できるような方

策が取られるなど、プロジェクトを効率的・効果的に実施する体制が構築されている。

プロジェクト全体の進捗は合同調整委員会（JCC）でモニターされている。 

・本プロジェクト以前より、日本側専門家と C/P主要メンバーは親密な関係を築いていた。

C/P本邦研修及び専門家訪越時の直接のやり取りに加え、E-mail、TV会議システム、写

真付きニュースの配信を通じて、双方は適切なコミュニケーション・情報共有を行って

いる。 

・ラオカイ省、タイグェン省、ST省の農業農村開発局（DARD）は本プロジェクトの主旨

を理解し、用地の提供、アクセス道路・橋・灌漑施設の建設など、プロジェクト活動に

協力している。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 

特になし。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

特になし。 

 

３－５ 結 論 

本プロジェクトは、ベトナム側の開発政策、日本の ODA政策、C/P及び対象地域のニーズと

整合しており、妥当である。本プロジェクトは、これまで順調に進んでおり、中間時点におい

ては予定どおりのレベルの成果が出ており、当初予定を上回っている成果もいくつかある。既

述のとおり、今後継続される活動により、更なるレベルに成果が達成することが見込まれるこ

とから、プロジェクト目標はプロジェクト終了時までに達成される見込みであることが確認さ

れた。ただし、プロジェクト終了後の関連研究活動の持続性については、特に資金確保の点で

懸念が残る。 

 

３－６ 提 言 

（１）PDMの改訂 

プロジェクトの進捗を考慮し、2012年 1月に改訂した PDM第２版を、以下のとおり改

訂することを提案した（2013年 12月開催の JCCにて検討・合意予定）。 

・プロジェクト目標指標（c）の表現を修正。 

・成果指標 1-1は目標値を修正、1-2は既存の 1-3を修正、1-3については活動の表現を若干

修正するとともに新たな指標を 2つ設定。 

・成果指標 2-1及び 2-2は表現と目標値を修正、2-3は目標値を修正。 

・成果指標 3-1の表現を若干修正。 

 

（２）プロジェクト後半期間に係る予算計画の見直し 

プロジェクトはこれまで順調に進捗し、十分なレベルの成果を達成してきた。一方で、

日本側投入に係る経費として、当初計画額を大きく上回る支出がなされている。日本側専

門家及びベトナム側 C/P双方は、プロジェクト成果の産出に影響を与えない範囲で、活動

の優先度を考慮し、後半期間に係る予算計画の見直しを行う必要がある。 

 

（３）プロジェクト終了後の研究活動継続のための HUAによる予算確保 

プロジェクト研究活動経費の大部分を現在は日本側が負担しているが、プロジェクト終
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了後は、HUA 側でこの経費を負担しなければならない。HUA の主要 C/P メンバーは、資

金確保の方策につき検討し、研究プロポーザルの準備など、必要な行動を取る必要がある。

 

（４）人材育成の強化 

プロジェクト活動を通じて、若手 C/Pの知識・技術は向上したものの、これらの知識・

技術は実験手法に関連する限定的なものであり、研究プロジェクトを計画し主体的に実施

するという総合的な能力のレベルには至っていない。若手 C/Pがこうした総合的な能力を

習得していくためにも、日本側専門家及びシニア C/Pは適切な指導を行い、人材育成を強

化していく必要がある。 

 

（５）研究活動成果の発信 

日本側専門家及びベトナム側 C/P双方は、論文発表、学会発表、ワークショップ及びセ

ミナー開催などを通じて、プロジェクトでの研究活動成果の発信を強化してくことが求め

られる。 

 

３－７ 教 訓 

① 育種実験室として使用予定であった HUAの実験棟の最終確認を行ったところ、給排水、

電気配線、換気、気密性などで問題があり、改修工事が必要であることが判明した。プロ

ジェクトで使用予定の施設・設備については事前に十分な調査と仕様確認が必要である。

 

② HUAの若手研究者を C/Pとして選出したことにより、長期にわたり研究に従事可能な人

材への技術移転を行う体制を整えることが可能となった。一方で、若手 C/Pは研究活動経

験が十分でない、研究活動よりも教育教務に時間を取られる、自力で研究資金を確保する

ことが難しい、など点でディスアドバンテージがある。 

 

３－８ フォローアップ状況 

該当なし。 
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中間レビュー調査結果要約表（英文） 
 

I. Outline of the Project 
Country: Socialist Republic of Vietnam Project title: Project for the Development of Crop 

Genotypes for the Midlands and Mountain Areas of 
North Vietnam 

Issue/Sector: Agriculture Cooperation scheme: Technical Cooperation 
(SATREPS) 

Division in charge: Rural Development 
Department 

Total cost: 3.3 hundred million yen 

Period of 
Cooperatio
n 

(R/D): 3 December 2010 to 2 
December 2015 
(Extension): 
(F/U) : 
(E/N)（Grant Aid） 

Partner Country’s Implementing Organization: 
Hanoi University of Agriculture (HUA) 
Supporting Organization in Japan: 
Faculty of Agriculture, Kyushu University 
Institute of Tropical Agriculture, Kyushu University; 
Bioscience and Biotechnology Center, Nagoya 
University 

Related Cooperation: 
1. Background of the Project 

Vietnam has been industrializing after Doi Moi policy, then share of agriculture sector has been 
decreased in terms of its employment population (from 70% to 50%) and gross domestic products 
(from 40% to 20%).  However, absolute scale of agriculture production has been expanded with 
expansion of the national economy; thus, agriculture is still one of major economic sectors in Vietnam. 
Particularly, rice is staple foods for Vietnamese and nearly 6 million tons are exported for earning 
foreign exchanges. In addition, since soil erosion and water shortage caused by deforestation as well as 
floods and drought frequently occurred in recent years have led to decrease in yields for crop, ensuring 
food security is listed in government development policy. Major agricultural crops including rice are 
mainly produced in plain areas of Mekong Delta and Red River Delta. On the other hand, in the 
midlands and mountain areas of North Vietnam as the target area of the Project, since rice cropping 
could be done only once a year for 40% of the area and agricultural infrastructure have not been 
developed, agricultural productivity and self-sufficient rate of rice remain to be at low level, which 
have impeded poverty reduction, stabilities, and development of the area.  In order to increase 
agricultural productivity in the area, development of new rice breeds with short growth duration, high 
yielding, and disease and insect resistance as well as their dissemination are urgently required. 

Government research institutes and universities in Vietnam including HUA have worked on rice 
breeding technologies and have so far brought certain level of results.  Since these technologies are 
conventional ones mainly with hybridization and selection, it takes time to develop new rice breeds. 
Thus, it is required for them to undertake breeding efficiently by introducing advanced breeding 
technologies with using genetic code.  On the other hand, academic results on rice breeding in Japan 
have not necessarily been applied for actual practices in other counties.  Considering these situations 
both in Vietnam and Japan, the record of discussion (R/D) on five-year technical cooperation project 
for developing promising lines with useful genes was signed between among concerned authorities of 
both counties in October 2010. 

Since the Project has reached the halfway point, JICA has determined to conduct a mid-term review 
study for the purpose of reviewing the achievements of activities of the Project, evaluating them, and 
suggesting directions for latter half period of the Project. 

 
2. Project Overview 
(1) Project Purpose 
Rice breeding system is strengthened to develop promising lines adapting for natural and 
socio-economic conditions in the midlands and mountain areas of North Vietnam. 
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(2) Outputs 
Output 1: Breeding method is improved using high-throughput genotyping technology. 
Output 2: Promising lines with short growth duration, high yielding, and disease and insect resistance 
are developed. 
Output 3: Eco-physiology of promising lines is characterized. 
 

(3) Inputs 
Japanese side: 

Dispatch of Experts: 10 short-term experts/researchers and 1 long-term expert (Project Coordinator) 
Trainings in Japan: 22 persons under short-term training/joint-research, and 4 persons under 
long-term one. Consecutive tour meetings on genetic resources management were conducted in 
October 2011 with 9 participants from HUA, MOET and MPI. 
Equipment: Necessary equipments were provided to Project Office, Genetic Resources Laboratory, 
Plant Breeding Laboratory, Plant Production and Physiology Laboratory, and Soc Trang (ST) Rice 
Breeding Station. 
Facilities: ST Rice Breeding Station (office, crossing house, net houses), and facilities in HUA (net 
houses, crossing house, cold storage, waste water management facilities, and soil recycling bins). 
Local cost: around 1.5 million US dollar (by the end of June 2013) for conducting experiments, 
constructing facilities, personnel costs, etc. 

                                                               
Vietnamese side: 

Appointment of counterpart (C/P) personnel: 40 persons in total, consisting of 4 Teams (1. Genetic 
Resources, 2. Plant Breeding, 3. Plant Production Physiology, and 4. Plant Protection, Agricultural 
Extension and Biotechnology). 
Facilities: Project office, laboratories, net houses, and experimental paddy field in HUA were 
offered.  Expenses for land lease of experimental paddy fields in Thai Nguyen and Lao Cai, and 
ST Breeding Station have been shared with Japanese side. 
Local cost: around 0.3 million US dollar (by the end of June 2013) for conducting experiments, 
constructing facilities, personnel costs, etc. 

II. Review Team 
Members of 
Review 
Team 

Mr. Makoto Yamane, Leader, Advisor, Paddy Field Based Farming Area Division 1, 
Rural Development Department, JICA 

Ms. Chika Asakawa, Cooperation Planning, Program Officer, Paddy Field Based 
Farming Area Division 1, Rural Development Department, JICA 

Ms. Junko Saikawa, Evaluation Analysis, Consultant, KRI International Corp. 
Prof. Dr. Makie Kokubun, SATREPS Planning and Evaluation, Program Officer, 

SATREPS Program, Professor, Tohoku University 
Dr. Masahiro Hatsu, SATREPS Planning and Evaluation, Senior Staff, Research 

Partnership for Sustainable Development Division, Japan Science and Technology 
Agency (JST) 

Period of 
Review 

31 July to 16 August 2013 Type of Evaluation: mid-term review 

III. Results of Review 
1. Summary of Achievements 

(1) Activities for achieving Output 1 

1) Genetic survey and identification of useful genes: 186 genetic resources were introduced from 
Kyushu Univ. and Nagoya Univ. to HUA. HUA would take initiatives to conduct genetic survey and 
identification of new useful genes relating to short growing duration with supports from Japanese side. 
2) Optimize DNA marker assisted selection (MAS) by high-throughput genotyping technology: 
Nagoya Univ. developed “Golden Gate Array” as the DNA microarray specific for the Project purpose. 
Golden Gate Array was introduced to Kyushu Univ. in FY2010, training on SNP identification was 
conducted for HUA C/Ps. 24 DNA markers optimized for MAS were identified in 2012. Since Golden 
Gate Array was also introduced to HUA in July 2012, technical transfer on optimizing DNA marker 



xi 

selection to HUA would be strengthened.
3) Accelerate generations under high temperature conditions in Mekong Delta: Rice breeding station 
was established at ST, and first cropping was done in Nov. 2011. Winter cropping of 2012 (seeding in 
Oct. 2012, backcrossing in Jan. 2013, harvesting in Feb. 2013) and spring cropping of 2013 (seeding 
in Mar., backcrossing in Jun., harvesting in Aug.) were done at ST Station; thus, rapid generation 
advancement has been stably progressed with application of shuttle breeding. 
 

(2) Activities for achieving Output 2 

1) 2) Develop promising lines with single useful genes for targeted traits (short growth duration, high 
yielding, disease and insect resistance) and accumulate useful genes (pyramiding) in promising lines: 
Breeding materials having single or multiple genes for high yielding (GN1, WFP1), bacterial leaf 
blight resistance (XA7, XA21), brown plant hopper resistance (BPH25, BPH26), and white-backed 
plant hopper resistance (OVC, OVC-related QTLs) as donors and IR24 and KD 18 as RP (recurrent 
parents) were started to be grown and crossed in spring cropping of 2011 in HUA. The breeding 
materials and the progenies were grown and backcrossed in autumn cropping of 2011 in HUA. The 
backcross populations were planted in winter cropping of 2011 in ST, MAS was done in Kyushu and 
Nagoya, genotype information was sent to ST, and further backcrossing was made. BC2F1seeds were 
obtained in Mar. 2012. The operation of MAS and backcrossing was repeated in BC2F1 generation in 
autumn cropping of 2012 at HUA, and BC3F1 and BC2F2 seeds were obtained. These BC3F1 and 
BC2F2 seeds were planted in ST in Oct. 2012, then they were backcrossed for BC4F1 seeds and 
self-pollinated for BC2F3 seeds respectively. BC4F1 seedlings were transplanted in ST, while BC2F3 
seedlings were transplanted in HUA, Thai Nguyen, and Lao Cai in Mar. 2013. 
3) Evaluate agronomical traits of promising lines: Agronomical traits of introduced lines (IAS, Ruf-ILs 
and BPH-NILs) were evaluated. 
 

(3) Activities for achieving Output 3 

1) Characterize physiological property of available and newly developed lines: Two lines were 
selected from the introduced lines from Japan as materials with short growing duration in Thai 
Nguyen. In autumn cropping of 2011 and spring one of 2012 in HUA, pot tests for these 2 selected 
lines were conducted with measurement of CO2 exchange rate, stomatal conductance, leaf area, and 
dry weight at 3 stages of effective tillering, heading, and drought ripening. 
2) Test ecological adaptability of available and newly developed lines: 7 derivative lines from 2 
selected lines with short growth duration were tested in 3 locations (HUA, Thai Nguyen and Lao Cai) 
in autumn season of 2011 and spring season of 2012 with checking their growth duration, individual 
yield and harvested yield, filled grain rate, and 1,000 grain weight. Test on drought and cold tolerance 
of the introduced lines of HUA from Japan was done at the net house of HUA and test on 
photosynthesis was done at the paddy fields.  
3) Compile information for recommended cultivation methods of promising lines: With using the 2 
selected lines with short growth duration, tests on effects of nitrogen as well as transplanting density 
on growth and grain yield were started in 2012 and the data of LAI (leaf areas index), PGR (panicle 
growth rate), BNUE (biomass nitrogen use efficiency), ANUE (agronomic nitrogen use efficiency) and 
the effective planting density were collected. In Jan. and Sep. 2012 and May 2013, training courses 
were conducted for farmers (about 180 participants in total) in Thai Nguyen and Lao Cai which 
covered cultivation technique of these lines. 
 
2. Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance - High 
Project is still relevant in view of consistency with Vietnamese development policies (9th 5-Year 
Socio-Economic Development Plan (2011-2015) and Master Plan of Production of Agriculture to 2020 
and Vision toward 2030), Japanese ODA policies (Japan’s Country Assistance Policy for Vietnam, 
Dec. 2012), and the needs of C/P organization and the target areas. 
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(2) Effectiveness - High 

Achievement of the Outputs 
Output 1: With optimizing MAS in Japan (Kyushu Univ. and Nagoya Univ.) and accelerating 
generations in ST, efficient breeding method with genotyping was almost established.   Thus, Output 
1 has been achieved with sufficient level.  
Output 2: Since activities for practicing efficient breeding method with genotyping have been started 
and C/Ps would practice MAS by using Golden Gate Array with supports from Japanese experts, the 
promising lines with useful genes will be developed; thus, the Output 2 is highly expected to be 
achieved. 
Output 3: Tests for selected lines have been steadily conducted at both laboratory and field levels with 
initiatives of HUA side. These tests will be applied for promising line to be developed. Thus, Output 3 
is highly expected to be achieved by the end of the Project.  

Achievement of the Project Purpose 
The Project is designed that above three Outputs will lead to achievement of the Project Purpose. In the 
first half of the Project period, accelerating generation was advanced more rapidly and efficiently than 
expected, Output 1 has been achieved with sufficient level. With continuing activities, it is highly 
expected that Output 2 and Output 3 would be achieved with sufficient level, and accordingly the 
Project Purpose would be accomplished by the end of the Project. 
 
(3) Efficiency – Moderately high 

Efficiency of Inputs: 
Inputs from Japanese side (dispatch of Japanese experts, C/P trainings in Japan, provision of 
equipment, construction and repair of facilities, local cost expenditure) have been appropriately done in 
general for generating outputs. Experiences and knowledge obtained from trainings in Japan seem to be 
very useful for implementing research activities under the Project. On the other hand, amount of 
expenditure spent for inputs from Japanese side exceeds an initial planned amount. 

Necessary measures have been taken to make it possible for younger C/Ps to further commit to the 
Project activities. Budget of Vietnamese side for covering 5-year Project period was already approved, 
and delays in Project implementation due to delays in its disbursements have not been occurred.  

Efficiency of Activities: 

The Project activities have been progressed efficiently for generating outputs in general. Good 
collaborative relations of Japanese experts and Vietnamese C/Ps, good relations among C/P members, 
good relations between HUA and Vietnamese other concerned parties, earlier establishment of ST 
Breeding Station have affected efficient Project implementation. 
 
(4) Impacts 

Prospects for Achievement of the Overall Goal: 
Under the Project, ecological and physiological analysis for promising lines and about 1 ha area 
cultivation for elite lines are planned to be conducted. Collaboration with seed companies and farmers 
are required for disseminating improved rice varieties. The Project has already had cooperative 
relations with them. Therefore, it could be highly expected that food security would be improved and 
sustainable rural development would be progressed by disseminating improved rice varieties in the 
longer term. 

Other Impacts: 

The Project has brought several other positive impacts. Capacities of younger C/Ps have been 
enhanced: e.g. new knowledge/technologies, confidence to use equipment, preparation of academic 
publications, conference presentations, smooth preparation of experiment plans, etc. 

HUA held the workshop on “Sustainable Agriculture Development respond to Climate Change in 
Vietnam” on 11th Oct. 2012 with around 140 participants, where the outline of the Project was 
presented, which evoked expectation from concerned ministries and departments for the Project. 

Through establishment of ST Rice Breeding Station and its operation, plant breeding activities by ST 
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provincial government have been improved, while the Project have obtained new ideas on future 
research activities (e.g. salinity, drought and submergence tolerance, etc.). 

As previously mentioned, the Project held trainings for farmers in Thai Nguyen and Lao Cai, which 
has enhanced farmers’ recognition and expectation for new varieties. 

 
(5) Sustainability 

Policy Aspects: Since ensuring food security for the midlands and mountain areas which face shortage 
of food would be included in development policies of GoV, policy supports from the government are 
expected to be continued even after the Project completion. 

Financial Aspects: Budgets from MOET for continuing the Project related research activities will be 
limited. Although there are other possibilities of submitting research proposals for obtaining budgets, 
it is still difficult for younger researchers to be accepted in general. If there would be positive 
prospects for registration of new varieties, budgets from MARD for introducing and disseminating 
them would be highly expected. 

Organizational and Technical Aspects: Knowledge and skills of younger C/Ps have been enhanced to a 
certain degree through the Project activities. As human resources development is planned to be 
strengthened, their capacities are expected to be further enhanced by the Project completion. There are 
rare cases that researchers of HUA transfer to other universities or research institutes; therefore, 
younger C/Ps are highly expected to continue staying in HUA in future. Thus, if necessary budgets 
would be ensured, C/Ps themselves could continue implementing research activities with utilizing 
equipment provided by the Project even after the Project completion. However, there is concern about 
whether core younger C/Ps could acquire comprehensive capacities for preparing research ideas, 
ensuring budgets, and actually implementing activities. 
 
3. Factors that promoted realization of effects 
(1) Factors concerning to Planning 
None. 
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process 
・ Vietnamese C/Ps were consisted of 4 Teams. Necessary measures have been taken to make it 

possible for younger C/Ps to further commit to the Project activities. Thus, the system for effective 
and efficient implementation of the Project has been established. Overall progress of the Project has 
been monitored by the JCC meetings. 

・ Japanese experts and core members of Vietnamese C/Ps had established close relations before the 
Project. Through direct communications at the time of C/P trainings in Japan and Japanese experts’ 
visits to Vietnam, E-mails, TV conference system, and distribution of weekly project news, 
communication and information sharing between both sides have been smoothly and appropriately 
done.  

・ Officers of DARD in Thai Nguyen, Lao Cai and Soc Trang provinces seem to understand 
objectives of the Project and have cooperated with its activities such as leasing plots, constructing 
access road, irrigation facility and bridge, etc. 

 
4. Factors that impeded realization of effects 
(1) Factors concerning to Planning 
None. 
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process 
None. 
 
5. Conclusion 
The Project is still relevant, since it is in line with GoV development polities, Japanese ODA policies, 
and needs of C/Ps and the target areas.  The Project has been progressed smoothly and achieved 
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sufficient level of outputs, some of which have exceeded the planned ones.  It is highly expected that 
the achievement level of respective Outputs would be further enhanced by continuing research 
activities in the latter half of the Project period, and accordingly the Project Purpose would be 
accomplished by the Project completion.  Regarding sustainability after the Project completion, there 
remains issues especially on ensuring budgets for continuing Project-related research activities. 
 
6. Recommendations 

(1) Revision of the PDM 
Considering the current status of achievements by the Project, modification of the PDM (version 2, as 
of January 2012) is recommended as follows: 
・ Description of (c) in Indicator for Project Purpose should be revised. 
・ Output 1: Target for Indicator 1-1 should be revised. Present Indicator 1-3 should be slightly 

revised as new Indicator 1-2. Description of Activity 1-3 should be revised, 2 indicators should be 
set as Indicator 1-3. 

・ Output 2: Descriptions and targets for Indicator 2-1 and 2-2 should be revised.  Target for 
Indicator 2-3 should be revised. 

・ Output 3: Description of Indicator 3-1 should be revised. 
These proposed revisions will be examined and agreed at the next JCC Meeting to be held in Dec. 
2013. 
 
(2) Reconsidering budget plan for the rest of the Project period 
The Project has been progressed smoothly and so far achieved sufficient level of outputs.  On the 
other hand, amount of expenditures spent in the first half of the Project period for inputs from Japanese 
side exceeds the initial planned amount.  Both Japanese experts and Vietnamese C/Ps are 
recommended to review the budget plan with prioritizing the activities in order not to affect 
achievement of the outputs for the rest of the Project period. 
 
(3) Search for budgets for continuing research activities after the Project completion 
Since majority of the operational expenditures have been covered by Japanese side, it would be crucial 
for HUA side to obtain necessary budgets for continuing the Project-related research activities after the 
Project completion.  Core C/P members are recommended to examine how to obtain necessary 
budgets and to take actions such as preparing research proposals for possible funding sources. 
 
(4) Strengthening human resources development 
Knowledge and skills of younger C/Ps have been enhanced through the Project activities; however, 
these knowledge and skills have not yet been integrated for designing and implementing research 
projects.  Thus, human resources development should be strengthened for younger C/Ps to obtain such 
level of capacities by further providing appropriate guidance from Japanese experts and senior C/Ps.  
 
(5) Publicizing results of research activities 
Both Japanese experts and Vietnamese C/Ps are recommended to further publicize the results of Project 
research activities through publications, conference presentations, workshops, seminars, and so forth.  
 
7. Lessons Learnt 
(1) It was found that Breeding Laboratory at the Inbred Rice Laboratory Building needed for repairing 

its water supply and drainage, air-tightness, electric wiring, ventilation, etc.  If facilities would be 
offered by C/P organizations for the Project, specifications and current status of those facilities 
should be carefully checked at the planning stage. 

 
(2) Younger researchers of HUA are assigned as C/Ps for the Project, which would enable technology 

transfer to the persons who could continue implementing research activities for longer period.  On 
the other hand, there are disadvantages that they are inexperienced, have to spend more time for 
teaching duties, and are not capable enough to obtain budget for research activities.  
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8. Follow-up Situation 
(Not applicable) 
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第１章 中間レビュー調査概要 
 

１－１ 中間レビュー調査の背景と目的 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）は、人口約 8,600万人、国土面積約 33万 km2

の、山岳・丘陵地帯を多く有する国である。1980年代半ばから始まった「ドイモイ（刷新）」政策

導入以降、経済システムは大幅に自由化され、国家経済はめざましい発展を遂げてきた。改革が

進められた 20 年間で鉱工業・製造業が年々増加し、農業従事者は全体雇用人口の 70％から 50％

以下に、また農業部門の国内総生産も 40％から 20％程度までシェアが低下した。しかし、国家経

済は過去 20 年間で約 40 倍拡大したことから、それに伴い農業生産の絶対的な規模は拡大してお

り（約 20 倍）、農業部門は、依然として最重要産業のひとつとして位置づけられている。なかで

もコメはベトナム国民の主食であるとともに、年間 600 万 t 近く（2009 年予測値）が輸出されて

おり、外貨獲得の手段としても重要な地位を占めている。また、人口増加に伴う食料需要の増加

や近年の過剰な森林伐採による土壌の流出や水不足に起因する作物の収穫量の減少、さらに、多

発する洪水や旱魃などで、長期的な「食料の安定供給」はベトナムの大きな課題となっている。

加えて、コメを中心とした主要農産物の生産は、南北の平野部（メコンデルタ、紅河デルタ）に

偏在しており、北部、中部などの中山間地域や山岳地帯などの条件の悪い栽培地域では必要な食

料を域内生産で十分に賄いきれていないことが問題となっている。 

ベトナムのコメ輸出の 10％弱を担っている北部の紅河デルタ流域においては、安定自給、稲作

労働の軽減などの観点から、高収量イネ品種の普及による集約的な農業生産が行われている。一

方、本案件の主たる対象地域となる北部中山間地域の稲作については、冷涼な気候により 40％の

地域で一期作しかできないことや農業インフラの未整備など、平野部との格差が顕著であり、農

業生産性が低くコメ自給率はおおむね 60～70％と慢性的な食料不足を来している。このことが同

地域の貧困削減、安定と発展の妨げのひとつとなっている。よって、北部中山間地域における農

業生産性の向上により食料不足の改善及び貧困削減を図るためには、同地域に適応した高収量、

病虫害抵抗性及び早生のイネ新品種の開発・導入が喫緊の課題として求められている。 

さらに、ベトナムのイネ品種開発技術については、政府関連機関や大学の研究者によって長年

取り組まれ、これまでに一定の成果を上げてきたものの、同国では交配と選抜を中心とした従来

型の育種技術による品種開発を行っているため、現状では新品種の開発に長大な時間を要してお

り、遺伝子情報を駆使した先端的な育種技術を導入し、改良事業の効率化、近代化を図ることは、

ベトナムの育種研究機関にとって重要な課題となっている。また、わが国では、イネ科学は基幹

作物の育成と実験作物としての利用に貢献してきたが、学術的な成果が必ずしも国際的な実用現

場に生かされていない状況にある。そのため、同分野において本研究を国際科学技術協力案件と

して実施し、地球規模課題の解決につながる成果をめざした研究に取り組むことは、わが国にと

っても極めて重要な課題となる。 

本プロジェクトは地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）案件として 2010 年 12 月か

らの 5 年間の予定で実施中であるが、今般、プロジェクト期間の中間地点を迎えたため、プロジ

ェクトの進捗や実績の評価を行い、プロジェクトの残り期間の課題を分析し、対策について提言

を行うべく、中間レビュー調査団を派遣することとなった。 
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１－２ プロジェクト概要 

１－２－１ プロジェクト名 

北部中山間地域に適応した作物品種開発プロジェクト 

 

１－２－２ プロジェクト期間 

2010年 12月 3日～2015年 12月 2日（5年間） 

 

１－２－３ 日本側実施機関 

・九州大学（九大） 農学研究院 

・九州大学（九大） 熱帯農学研究センター 

・名古屋大学（名大） 生物機能開発利用研究センター 

 

１－２－４ カウンターパート（C/P）機関 

ハノイ農業大学（Hanoi University of Agriculture：HUA） 

 

１－２－５ プロジェクト枠組み（Master Plan） 

（１）プロジェクト目標 

ベトナム北部中山間地域の自然・社会経済環境に適した有望系統群開発のための、イネ

育種システムが強化される。 

 

（２）成果 

１．大容量・高速ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法が開発される。 

２．短期生育・高収量・病虫害抵抗性イネ新品種育種のための有望系統群が開発される。 

３．イネ有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。 

 

（３）活動 

１）成果１を達成するための活動 

1-1 有用遺伝子の探索・同定を行う。 

1-2 大容量・高速ジェノタイピングを導入し、DNAマーカー選抜（MAS）の最適化を

行う。 

1-3 メコンデルタ地域の高温環境を利用して、効率的な世代促進を図る。 

２）成果２を達成するための活動 

2-1 短期生育・高収量・病虫害抵抗性に関与する遺伝子を有する有望系統を開発する。 

2-2 有望系統に有用遺伝子を集積する（ピラミディング）。 

2-3 有望系統群の形質調査を行う。 

３）成果３を達成するための活動 

3-1 有望系統群（既存及び新たに開発された系統）の生理的特性を検定する。 

3-2 有望系統群（既存及び新たに開発された系統）の環境適応性試験を実施する。 

3-3 有望系統群に対応した推奨される栽培法に関する情報を取りまとめる。 
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１－３ 合同レビュー調査団の構成 

＜日本側＞ 

分 野 氏 名 所 属 

団長／総括 山根 誠 独立行政法人国際協力機構（JICA）農村開発部 

水田地帯第一課 企画役 

協力企画 朝川 知佳 JICA農村開発部 水田地帯第一課 

評価分析 齋川 純子 株式会社コーエイ総合研究所 コンサルタント 

科学技術計画・評価 国分 牧衛 独立行政法人科学技術振興機構（JST）国際科学技術協力

プログラム評価委員、東北大学大学院 農学研究科 教授

科学技術計画・評価 発 正浩 JST地球規模課題国際協力室 主任調査員 

 

＜ベトナム側＞ 

Leader 

 

Dr. Vu Van Liet Vice Rector, Hanoi University of Agriculture（HUA） 

Director, Crops Research and Development Institute（CRDI） 

Member Dr. La Tuan Nghia Director General, National Plant Resources Center, Ministry of 

Agriculture and Rural Development（MARD） 

Member, National Committee for Genetics Resources, Ministry of 

Science and Technology 

 

１－４ 調査日程 

2013年 7月 31日（水）～8月 16日（金） 

日付 
調査スケジュール 

齋川 山根／朝川 発 国分 

31

日 

水 成田→ハノイ、JICAベトナム事務所訪問、プロ

ジェクト専門家ヒアリング 

   

1日 木 

 

HUAプロジェクトマネジャー（農学部長）及び

リサーチアドバイザーヒアリング、HUA C/P（植

物生産生理チーム）ヒアリング 

   

2日 金 タイグェン試験圃場視察、タイグェン省農業農

村開発局（Department of Agriculture and Rural 

Development：DARD）副局長ヒアリング、タイ

グェン種苗合資会社ディレクターヒアリング 

   

3日 土 収集情報整理、レビューレポート作成    

4日 日 収集情報整理、レビューレポート作成    

5日 月 HUA C/P（遺伝資源チーム、育種チーム）ヒア

リング、HUA内プロジェクト関連施設視察 

   

6日 火 収集情報整理 成田→ハノイ 

チーム内ミーティング、プロジェクト専門家ヒアリング 

7日 水 ベトナム側レビューチームとの打合せ、HUAプロジェクトマネジャー（農学部長）

及び C/P（3チームリーダー）との会合、HUA内プロジェクト関連施設視察 
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8日 木 HUA C/Pヒアリング、ハノイ→カントー→ソクチャンへの移動 

9日 金 ソクチャン育種支場視察、ソクチャン省 DARD 副局長及び作物生産部次長ヒアリ

ング、ソクチャン→カントー→ハノイへの移動 

10日 土 チーム内ミーティング、プロジェクト専門家ヒアリング 

 ハノイ

→成田11日 日 チーム内ミーティング、プロジェクト専門家ヒアリング、レビューレポー

ト作成 

12日 月 チーム内ミーティング、レビューレポート作成  

13日 火 レポート最終化に向けてのレビューチーム内ミーティング、プ

ロジェクト専門家・ベトナム側 C/Pとの協議 

ハノイ

→成田 

 

14日 水 レポート最終化に向けてのレビューチーム内ミーティング、プ

ロジェクト専門家・ベトナム側 C/Pとの協議 

  

15日 木 レビューレポート報告会・サイニング、JICA ベトナム事務所へ

の報告 

  

16日 金 ハノイ→成田   

 

１－５ 調査手法 

本中間レビュー調査は、日本側及びベトナム側レビューチームの合同で、以下のプロセスにて

実施された。 

① プロジェクトチーム作成・提供資料、その他関連資料のレビュー 

② プロジェクト実績、実施プロセス、評価５項目ごとに評価設問を設定した評価グリッド（和

文、英文）の作成（付属資料２参照） 

③ 同評価グリッドに基づいた質問票の準備、プロジェクト関係者（プロジェクト専門家、ベ

トナム側 C/P）への事前配布 

④ 質問票に基づいた、プロジェクト関係者へのインタビュー、その他関係者（タイグェン省

DARD、タイグェン種苗合資会社、ソクチャン省 DARD）へのインタビュー 

⑤ プロジェクトサイト（HUA プロジェクト関連施設・試験圃場、タイグェン試験圃場、ソク

チャン育種支場）視察 

⑥ 収集情報に基づいた、プロジェクト実績（投入、活動）の確認、アウトプットの達成状況・

見込みについての検証、プロジェクト実施プロセスについての確認 

⑦ 以下の評価５項目の観点からの評価の実施 

⑴ 妥当性：プロジェクト目標は、ベトナム側の開発政策・ニーズ、日本の援助政策と整合

性がとれているか。 

⑵ 有効性：プロジェクト目標はどの程度達成されている（達成される見込み）か、アウト

プットとの関係はどのようになっているか。 

⑶ 効率性：投入はアウトプット達成のために効率的（量、質、タイミング）に行われたか。 

⑷ インパクト：プロジェクト実施による正・負の直接・間接の効果はあるか。 

⑸ 持続性：プロジェクト終了後に、その効果がどの程度持続する見込みがあるか。 

⑧ 上位レビュー結果を踏まえたうえでの、今後のプロジェクト活動の運営方針に係る提言事

項の取りまとめ 
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１－６ 主要面談者 

（１）ベトナム側関係者 

ハノイ農業大学（HUA） 

Dr. Trần Đức Viên Project Director 

 Rector of HUA 

Dr. Phạm Văn Cường Project Manager 

 Dean, Faculty of Agronomy 

Dr. Nguyễn Văn Hoan Research Advisor（Plant Breeding） 

 Executive Director of Rice Research Institute（RRI） 

 

HUA遺伝資源チーム 

Dr. Vũ Hồng Quảng Team Leader 

 Vice Director, CRDI 

Ms. Nguyễn Thị Lệ Researcher, CRDI 

Ms. Nguyễn Thị Mai Phương Research Assistant, Plant Breeding Laboratory 

 

HUA植物育種チーム 

Dr. Vũ Thị Thu Hiền Team Leader 

 Deputy Head, Dept. Plant Genetics and Breeding, Faculty of 

Agronomy 

Mr. Nguyễn Quốc Trung Deputy Head, Dept. Molecular Biology and Applied 

Biotechnology, Faculty of Biotechnology 

 

HUA植物生産生理チーム 

Dr. Tăng Thị Hạnh Team Leader 

 Head, Dept. Food Crop Science, Faculty of Agronomy 

Ms. Dương Thị Thu Hằng Deputy Head, Dept. Food Crop Science, Faculty of Agronomy 

Mrs. Đỗ Thị Hường Head, Dept. Experimental Method and Biostatistics, Faculty of 

Agronomy 

Mr. Đoàn Công Điển Research Assistant, Plant Production Phisiology Laboratory 

 

タイグェン省農業農村開発局（DARD of Thai Nguyen Province） 

Mr. Hoang Van Dung Vice Director 

 

タイグェン種苗合資会社（Thai Nguyen Seed Joint Stock Company） 

Mr. Trieu Hong Quan Director 

Mr. Bui Ngoc Thanh Member of Administration Team 

 

ソクチャン省農業農村開発局（DARD of Soc Trang Province） 

Mr. Ho Quang Cua Vice Director 
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Dr. Tran Tan Phuong Deputy Head of Crop Production Division 

 

（２）日本側関係者 

プロジェクト専門家／研究者 

吉村 淳 プロジェクトリーダー 

 九州大学 農学研究院 教授 

緒方 一夫 プロジェクト専門家 

 九州大学 熱帯農学研究センター 教授 

安井 秀 プロジェクト専門家 

 九州大学 農学研究院 准教授 

芦苅 基行 プロジェクト専門家 

 名古屋大学 生物機能開発利用研究センター 教授 

Enrique Angeles Reyes プロジェクト専門家 

 九州大学 農学研究院 准教授 

山形 悦透 プロジェクト専門家 

 九州大学 農学研究院 研究員 

井芹 信之 プロジェクト業務調整員 

 

JICAベトナム事務所 

沖浦 文彦 次長 

三浦 愛 企画調査員 
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第２章 プロジェクトの実績 
 

２－１ 投入実績 

２－１－１ 日本側投入 

（１）専門家派遣 

短期専門家／研究者 10 名、長期専門家（業務調整員）1 名が派遣されている。2013 年 8

月 15 日までの派遣日数は、短期専門家／研究者合計 1,017 日、長期専門家 955 日である。

詳細については、付属資料１の Annex-2（1）を参照。 

 

（２）本邦研修 

短期の本邦研修／共同研究には延べ 22 名（うち 3 名は 2 回）が参加し、長期の本邦研修／

共同研究には 4 名が参加している。また、遺伝資源管理に係る会合が 2011 年 10 月に開催

され、ハノイ農業大学（HUA）、教育訓練省（Ministry of Education and Training：MOET）、

計画投資省（Ministry of Planning and Investment：MPI）から計 9名が参加した。詳細につい

ては、付属資料１の Annex-2（2）を参照。 

 

（３）機材供与 

プロジェクト研究活動に必要な機材が、プロジェクト事務所、遺伝資源関連施設、育種

実験室、植物生産生理実験室、ソクチャン育種支場向けに供与されている。これら供与機

材の状態は良好で、プロジェクト活動に十分に活用されている。詳細については、付属資

料１の Annex-2（3）及び付属資料３を参照。 

 

（４）施設建設 

日本側資金により、ソクチャン育種支場（事務所、交雑用建屋、網屋）が設置されると

ともに、HUA 内に、網屋、交雑用建屋、冷蔵貯蔵庫、廃水処理施設、使用土壌置場の設置

を行った。これらの施設の状態は良好で、プロジェクト活動に十分に活用されている。詳

細については、付属資料１の Annex-2（4）を参照。 

 

（５）現地業務費 

2013 年 6 月末までに約 150 万ドルが出費されており、実験活動費、施設建設・改修費、

人件費などに使われている。 

 

２－１－２ ベトナム側投入 

（１）C/Pの配置 

HUAの、主に作物開発研究所（CRDI）、農学部から、延べ 40名が C/Pとして配置されて

いる。詳細については、付属資料１の Annex-3（1）を参照。 

 

（２）事務所、用地、建物、施設の提供 

HUA 内にある、プロジェクト事務所、実験室、網屋、試験圃場は、プロジェクト研究活

動のために、HUA側から提供されたものである。タイグェン試験圃場、ラオカイ試験圃場、
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ソクチャン育種支場の圃場については、その賃借料を日本側と共にベトナム側も負担して

いる。 

 

（３）現地業務費 

2013年 6月末までに約 30万ドルを負担しており、実験活動費、施設建設・改修費、人件

費などに使われている。 

 

２－２ 活動の達成状況 

本プロジェクトでは、以下の成果（アウトプット）を達成するために、さまざまな活動が実施

された。 

成果１．大容量・高速ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法が開発される。 

成果２．短期生育・高収量・病虫害抵抗性イネ新品種育種のための有望系統群が開発される。 

成果３．イネ有望系統群の生理生態学的特性が明らかになる。 

 

ベトナム側 C/P は 4 チーム（１．遺伝資源、２．育種、３．植物生産生理、４．防疫・普及・

バイオテクノロジー）に編成されている。育種チームが成果１と２に係る活動を担当し、植物生

産生理チームが成果３に係る活動を担当し、遺伝資源チームが育種の各段階のイネ素材の管理・

保管を担当している。防疫・普及・バイオテクノロジーチームは、今後、白葉枯病耐性、トビイ

ロウンカ耐性に係る試験、新品種の普及等を担当することになる。 

Master Plan記載の活動計画、各活動の進捗状況は、以下のとおりである。 

 

２－２－１ 成果１を達成するための活動 

Master Plan 

記載の活動 
活動状況 

1-1 有用遺伝

子の探索・

同 定 を 行

う。 

・九大・名大から 186の遺伝資源が HUAに導入された。 

・短期生育、低温耐性の系統が見いだされた。 

・HUA主導で、短期生育に係る遺伝資源の探索・同定を進める予定であり、

日本側はこれに協力する。 

・ニーズがあれば、九大・名大から更なる遺伝資源を導入する可能性もあり。

1-2 大容量・

高速ジェノ

タイピング

を導入し、

DNA マー

カー選抜の

最適化を行

う。 

・名大では、44,000 の SNP（一塩基多型）情報を蓄積しており、対象遺伝子

に関連のある SNP を選抜した。名大は本プロジェクトの目的に特化した

DNAマイクロアレイシステム（Golden Gate Array）を開発した。 

・同システム（Golden Gate Array）は 2010年度に九大にも導入された。同シ

ステムを利用しての SNP同定に係る研修を、HUA C/P研修生、及び九大修

士学生に対して実施した。 

・マーカー選抜（Marker Assisted Selection：MAS）を最適化する 24 の DNA

マーカー〔SNP及び SSP（単純反復配列）〕が同定された（2012年）。 

・DNAマイクロアレイシステム（Golden Gate Array）は 2012年 7月に HUA

にも導入された。MAS 最適化に係る HUA への技術移転が強化される予定

である。 
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1-3 メコンデ

ルタ地域の

高温環境を

利用して、

効率的な世

代促進を図

る。 

・ソクチャンにイネ育種支場が設置され、2011年 11月から作付が開始された。

・2012年冬作（2012年 10月播種、2013年 1月戻し交雑、2013年 2月収穫）、

2013 年春作（2013 年 3 月播種、2013 年 6 月戻し交雑、2013 年 8 月収穫）

がソクチャン支場で行われ、シャトル育種手法による迅速な世代促進が安

定的に実施された。 

・今後も 3期作付を行うか否かについては検討する予定。 

 

２－２－２ 成果２を達成するための活動 

Master Plan 

記載の活動 
活動状況 

2-1 短 期 生

育 ・ 高 収

量・病虫害

抵抗性に関

与する遺伝

子を有する

有望系統を

開発する。 

・IR24及び KD18を受容親として、高収量（GN1、WFP1）、白葉枯病耐性（XA7、

XA21）、トビイロウンカ耐性（BPH25、BPH26）、セジロウンカ耐性（OVC、

OVC-related QTLs）遺伝子をもつ育種材料との交雑を、2011年 HUA春作よ

り開始した。 

・2011年 HUA秋作（2011年 6～11月）にて、育種材料及びその後代が栽培、

戻し交雑が実施された。 

・戻し交雑集団は、ソクチャン 2011年冬作（2011年 11月～2012年 3月）で

栽培された。九大及び名大で MASが行われ、遺伝子情報をベトナム側に送

り、ソクチャンで更なる戻し交雑が行われた。日本での MAS、ベトナムで

の戻し交雑という方法が確立し、2012年 3月に BC2F1種子を得ることがで

きた。 

・BC2F1世代の MAS及び戻し交雑が 2012年 HUA秋作（2012年 5～10月）

で繰り返され、BC3F1及び BC2F2種子が得られた。 

・BC3F1及び BC2F2種子は 2012年 10月にソクチャンに作付けられ、戻し交

雑により BC4F1種子が、自家受粉（self-pollinated）により BC3F2種子が得

られた。 

・2013 年 3 月、BC4F1 苗はソクチャンに、BC3F2 苗は HUA、タイグェン、

ラオカイに移植された。 

2-2 有望系統

に有用遺伝

子を集積す

る（ピラミ

ディング）。 

2-3 有望系統

群の形質調

査を行う。 

・導入された系統（IAS、Ruf-ILs、BPH-NILs）の形質調査が実施された。 
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２－２－３ 成果３を達成するための活動 

Master Plan 

記載の活動 
活動状況 

3-1 有望系統

群（既存及

び 新 た に

開 発 さ れ

た系統）の

生 理 的 特

性 を 検 定

する。 

・九大・名大から導入された系統（活動 1-1）を材料として、短期生育型 2系

統がタイグェンにて選ばれた1。 

・2011 年 HUA 秋作及び 2012 年 HUA 春作において、同短期生育型 2 系統

（selected lines）につきポット試験を実施し、分ゲツ期、出穂期、糊熟期に、

光合成特性（CO2交換速度、気孔伝導度）、葉面積、乾物重を調査した。IR24

と比較して、移植から分ゲツ期の成長速度、出穂期から糊熟期の穂の成長

速度が速いことが判明した。 

3-2 有望系統

群（既存及

び 新 た に

開 発 さ れ

た系統）の

環 境 適 応

性 試 験 を

実施する。 

・同短期生育型 2系統から派生した 7系統につき、2011年秋作、2012年春作

に、HUA、タイグェン、ラオカイの 3カ所で試験が行われた。結果、①KD18

と比較して 5～10 日生育期間が短い、②収量及び穀粒量に KD18 との統計

的差異はない、③粒登熟度（filled grain rate）、1,000粒当たりの重量、収穫

指数、穀粒量（individual grain yield）、収穫高の点で、地域環境の影響を強

く受けている、④粒登熟度と穀粒量に正の相関がある、⑤両作付期の 3 カ

所に適応する 2系統がある、ということが判明した。 

・九大・名大から導入した系統を対象として、乾燥耐性及び低温耐性の試験

を HUA網屋にて、光合成試験を圃場にて実施した。 

3-3 有望系統

群 に 対 応

し た 推 奨

さ れ る 栽

培 法 に 関

す る 情 報

を 取 り ま

とめる。 

・推奨される栽培法の取りまとめに向け、上記短期生育型 2 系統を使用して

の予備試験が 2012年度から開始された。肥料（窒素）及び栽植密度が成長

及び収量に及ぼす影響につき試験を行い、葉面積指数、穂成長速度、窒素

利用効率、効果的な栽植密度に関するデータが収集された。 

・2012年 1月、9月、2013年 5月に、タイグェン省とラオカイ省の農家を対

象に農民研修を実施し（参加者総計約 180名）、これらの系統に係る栽培技

術についての説明も行われた。 

 

２－３ 成果の達成状況 

PDM（2012年 1月改訂、第２版）に示された指標に基づいた、成果の達成状況は以下の表のと

おりである。 

PDM記載の成果 指標 達成状況 

成 果 １ ： 大 容

量・高速ジェ

ノタイピング

による効率的

なイネ育種法

が 開 発 さ れ

る。 

1-1 HUAにおいて収集された

遺伝資源の数（目標値：150

資源） 

・九大・名大から 186の遺伝資源が HUAに

導入された。 

・HUA が短期生育型の遺伝資源を同定する

可能性もあり。九大・名大から更なる遺

伝資源を導入する可能性もあり。 

 

 

                                                        
1 プロジェクト側の定義では、日本から導入した系統を introduced lines、その中からベトナム側で選抜した系統を selected lines、

本プロジェクトにて戻し交雑と MAS により有用遺伝子を導入した系統を developed lines、その中から確実に有用遺伝子が入

っている系統を promising lines（有望系統）としている。最終的に品種化に向けて品質特性試験を行い、他品種との区別性、

均一性、安定性が保証できる系統を elite linesと呼ぶことにしている。 
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1-2 HUAにおいて同定された

有用遺伝子の数（目標値：20

個） 

・HUA において有用遺伝子は同定されてい

ない。2012年 7月に DNAマイクロアレイ

システム（Golden Gate Array）が HUAに

導入されたことから今後HUAにて有用遺

伝子が同定される可能性はある。 

1-3 大容量・高速ジェノタイ

ピングに適用可能な遺伝子の

数（目標値：100個体） 

・九大・名大にて、18 遺伝子を大容量・高

速ジェノタイピングに適用した。 

成果２：短期生

育・高収量・

病虫害抵抗性

イネ新品種育

種のための有

望系統群が開

発される。 

2-1 単一有用遺伝子系統の数

（目標値：20系統） 

・単一有用遺伝子を有する有望系統は開発

されていない。 

2-2有用遺伝子集積系統数（目

標値：30系統） 

・有用遺伝子を集積した有望系統（1つ）が

九大・名大にて開発された。 

2-3 検定系統数（目標値：100

系統） 

・ベトナムにおいて 121系統が検定された。

成果３：イネ有

望系統群の生

理生態学的特

性が明らかに

なる。 

3-1 実施された生理的特性の

検定の数（目標値：10系統）

・選抜された 2系統（selected lines）の生理

的特性の検定が 2回実施された。 

3-2 環境適応性試験が実施さ

れた有望系統の数（目標値：

10系統、3試験地） 

・選抜された 2系統（selected lines）及び同

系統から派生した 7系統（derivative lines）

につき環境適応性試験を実施した。 

3-3 有望系統の栽培指針の数

（目標値：4編の栽培指針書）

・推奨される栽培法につき実験が開始され

た。 

 

成果１：日本側（九大及び名大）で MAS技術を最適化し、ソクチャンにおいて迅速な世代促進が

実施され、ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法が確立しつつある。設定された成果指

標から判断しても、成果１は十分なレベルに達しているといえる。 

成果２：ジェノタイピングによる効率的なイネ育種法（成果１）を実践することにより、プロジ

ェクト第 3 年次以降に有望系統が開発されることが想定されていた。同育種法の実践は開始さ

れており、HUAに導入された DNAマイクロアレイシステム（Golden Gate Array）を使い、日本

側専門家の支援を受けながら C/P自身で MASを実施する予定である。よって、有用遺伝子を有

する有望系統が開発される見込みであることから、成果２の達成は大いに見込まれる。 

成果３：選抜された系統（selected lines）につき、HUA側を主体として実験室及び圃場レベルでの

試験（生理的、環境適応性）がこれまでに着実に実施されている。今後開発される有望系統に

対してもこれらの試験が実施される予定である。よって、プロジェクト終了までに成果３が達

成されることは大いに見込まれる。 

 

２－４ 実施プロセス 

２－４－１ プロジェクト実施及びモニタリング体制 

日本側専門家、ベトナム側 C/P 双方の積極的関与により、プロジェクト活動はこれまで大き

な変更・遅延もなく進捗している。 

上述のとおり、ベトナム側 C/P は 4 チーム（１．遺伝資源、２．育種、３．植物生産生理、

４．防疫・普及・バイオテクノロジー）に編成されている。プロジェクト 1～2年目は、遺伝資

源、育種、植物生産生理の 3 チームの活動は、プロジェクトマネジャーが主導し、リサーチア
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ドバイザーが支援するという体制であった。2012 年 2 月にプロジェクトマネジャーが農学部長

に就任し多忙となったこと2、若手研究者をリーダーとして育成するという目的もあり、3 年目

以降は、各チームがリーダーを中心として機能する体制に移行させている。プロジェクトマネ

ジャーとの緊密な連携の必要性もあり、育種、生物生産生理チームのリーダーは農学部より選

出している。また、主要 C/P メンバー数人を比較的研究活動に専念できる博士課程に所属させ

ている。プロジェクト活動を効率的・効果的に実施していくための体制が構築されているとい

える。 

実験準備フロー、必要資機材、業務費の支出等につき、連絡・承認プロセスを示した「Principle 

of Project Management」を日本側専門家とベトナム側 C/Pで合意している。育種、植物生産生理

チームは、メンバーの業務分担についても取り極めている。なお、作付前には、各チームはチ

ーム会合を実施し、実験計画（スケジュール、必要資機材など）や分析方法などの研究活動詳

細につき協議し、決定する。こうした、協議については、日本側専門家も適宜参加している。 

プロジェクト活動全般の進捗は JCC 会議にてモニターされている。JCC 会議はこれまでに 3

回開催され（2010年 12月、2011年 12月、2012年 12月）、当該年の活動成果の状況が報告され

るともに、翌年の活動枠組が共有・承認される。よって、本プロジェクトのモニタリング体制

は機能しているといえる。 

 

２－４－２ コミュニケーション及び情報共有 

九州大学と HUA には長い協力の歴史があり3、日本側専門家とベトナム側 C/P の主要メンバ

ーは本プロジェクト前には既に親密な関係を築いていた。本プロジェクトにおいても、両者間

のコミュニケーションはスムーズである4。機器の使い方、実験計画準備などにおいて、必要に

応じて専門家に E-mail で連絡を取り、アドバイスを得ていると大部分の C/P が回答している。

また、「グローバル人材育成推進事業」の一環として、HUAに TV会議システムが導入されてお

り、本プロジェクト活動に係る九大との連絡にも活用されている。また、プロジェクトチーム

から、研究活動進捗、研究者紹介、実験環境・遠隔試験地の紹介、日越文化紹介などを含む、

写真付きニュース（日英）が週単位で配信されており、関係者間の情報共有に役立っている。 

 

２－４－３ ベトナム側のオーナーシップ 

将来の研究活動の継続性を考慮し、また、若手研究者は熱心でプロジェクトから学ぶことも

多いという期待もあり、HUAの若手研究者が C/Pとして選ばれている。若手 C/Pの専門分野は

本プロジェクトの研究テーマに一致しているが、研究活動経験は不足している。また、C/Pの多

くが HUAの講師であり、教育業務の比重が大きく、研究に割ける時間が限定されている。こう

した状況を考慮し、HUA 側では、①主要メンバーを博士課程に在籍させ研究業務に専念させ、

その研究テーマを本プロジェクト活動にリンクさせる、②ベトナム側 C/P 資金から主要メンバ

ーの給料を補填することで副業の必要性をなくすなどの対応をし、C/Pがプロジェクト活動に専

                                                        
2 一方で、プロジェクトマネジャーが権限をもつ農学部長になったことは、プロジェクト支援体制を強化するものである。 
3 九州大学大学院農学研究院及び熱帯農学研究センターは、JICA 技術協力プロジェクト「ハノイ農業大学強化プロジェクト

（1998～2004年）」を実施し、その後、日本学術振興会アジア・アフリカ学術基盤事業「ハイブリッドイネと農業生態系の科

学（2006～2008年）」を実施した経緯がある。また、C/Pの 2名が博士号を、4名が修士号を九州大学で取得している。 
4 C/Pへのインタビューでは、ほぼ全員が、両者のコミュニケーション及び情報共有はスムーズかつ適切であると回答している。 
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念できるようにしている。 

ほぼすべての C/Pが本プロジェクトの概要（目標及び活動）、自らの研究課題を理解し、熱心

に研究活動に参加している5。 

本プロジェクトでは、ラオカイ省及びタイグェン省に実験圃場を、ソクチャン省に育種支場

を設置している。これらの省の農業農村開発局（DARD）は、本プロジェクトの主旨につき理解

するとともに、用地の提供、アクセス道路・橋・灌漑施設の建設など、プロジェクト活動に協

力している。 

 

２－４－４ 技術移転 

戻し交雑、MAS、世代促進など、育種法に係る知識・技術、生理生態学的特性の検定に係る

知識・技術は、本邦研修及び日本側専門家のベトナム訪問時における技術アドバイス及び共同

作業により、日本側専門家から C/P へ十分なレベルで移転されている6。今後はこの移転された

知識・技術を実際に活用し、確固たるものにしていく必要がある。 

一方、日本側専門家からは、これまではまず育種を進め成果を上げることが優先されてきた

とのコメントがあった。C/P側のプロジェクト実施体制が構築され、HUAに DNAマイクロアレ

イシステムなどの機材も設置されたことから、C/P がこれまでに移転された技術を活用し HUA

での研究活動を実施していく際に、日本側専門家から適切な技術指導を行うことにより人材育

成を強化していく予定とのことであった。 

 

                                                        
5 遺伝資源チームは自らのタスク（イネ素材の収集、分類、保管、将来的にはデータベースの構築）につき理解しているが、こ

れまでは主に、育種チームと一緒に育種に係る活動に従事してきている。第 4の防疫・普及・バイオテクノロジーチームのタ

スクは今後の活動に関係するものであり、これまでのところプロジェクト活動にはほとんどかかわってきてない。 
6 インタビューした C/Pのほぼ全員が、知識・技術移転は適切に行われていると回答している。一方で、限定的な手法や技術だ

けでなく、関連分野の広い知識・技術の移転が欲しいという C/P側からのコメントもあった。 
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第３章 評価５項目による評価 
 

３－１ 妥当性 

本プロジェクトは、以下のとおり、ベトナム側の開発政策、日本の ODA政策、C/P機関及び対

象地域のニーズと整合していることから、妥当性は高い。 

 

（１）ベトナム側開発政策との整合性 

「第９次社会経済開発５カ年計画（2011～2015年）」では、生産改善、食料安全保障の確保、

農産物輸出の促進、新たな農村地域の開発を含む、包括的農業開発が含まれている。 

「農業生産マスタープラン（～2020年）・ビジョン（～2030年）」は、食料安全保障の確保、

国内の多様なニーズ・輸出に対応するため、科学技術の適用による農業開発を目的としてい

る。研究・科学技術の移転への優先的投資、同分野での他国との協調の方針が示されている。 

よって、長期的には、イネ新品種を育種し、食料安全保障及び持続的農村開発の促進をめ

ざす本プロジェクトは、ベトナム政府の開発政策と合致している。 

 

（２）日本側の ODA政策との整合性 

対ベトナム国別援助方針（2012年 12月）では、脆弱性への対応が重点分野のひとつとなっ

ている。その中で、社会・生活面の向上と貧困削減・格差是正のための農業・地方開発プロ

グラムとして、本プロジェクトが位置づけられている。 

 

（３）HUAのニーズとの整合性 

研究活動を進めるための機器を充実させること、若手研究者の知識・技術を向上させるた

めに海外での研究機会を与えることが、HUA には求められている。本プロジェクトは、こう

した HUAのニーズに対応するものである。 

 

（４）対象地域のニーズとの整合性 

本プロジェクトの対象であるベトナム北部の中山間地域は、コメをはじめとする農産物の

生産性が低く、恒常的に食料不足の状態にある。当該地域においては、生産性の高い改良品

種の導入、農作物生産に係る農民の知識・技術の向上により、食料安全保障を確保すること

が求められている。 

 

３－２ 有効性 

本プロジェクトは、有用遺伝子を探索・同定し、DNAマーカー選抜（MAS）を最適化し、効率

的なイネ育種法を開発し（成果１）、必要な特性に関与する遺伝子を有する有望系統群を開発し（成

果２）、開発された有望系統群の生理生態的特性を明らかにしたうえで栽培法に関する情報を取り

まとめる（成果３）ことにより、プロジェクト目標を達成することをめざしている。 

プロジェクト前半では、想定以上に戻し交雑育種が迅速かつ効率的に進んでおり、ジェノタイ

ピングによる効率的なイネ育種法が確立されつつある。また、有望系統群の開発に係る活動も進

んでいる。ただし、成果１に係る有用遺伝子の探索・同定、MAS の最適化は日本側（九大及び名

大）で行われてきた。DNA マイクロアレイシステムなどの必要資機材が HUA 側に供与され、そ
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の使用方法を含む実験方法についても C/Pへの研修が実施されたことから、今後は HUAが主体と

なってジェノタイピングによるイネ育種法が実践されていくことが見込まれる。一方、成果３に

係る活動は、HUA側を主体として、選抜された系統（selected lines）を対象とした実験室及び圃場

レベルでの試験がこれまでに着実に実施されている。今後は開発された有望系統を対象に同様の

試験が実施される予定である。また、防疫・普及・生物工学チームの参加、同分野に関係する日

本側専門家・アドバイザーの追加なども計画されていることから、成果達成に向け活動が充実す

ることが見込まれる。 

以上より、今後も継続する活動により、各成果は十分なレベルに達成することが見込まれ、ひ

いては、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達成することは大いに見込まれる。よっ

て、有効性は高い。 

 

３－３ 効率性 

プロジェクトによる投入、活動は、アウトプット（成果）産出のために、おおむね適切に行わ

れている。よって、効率性は中程度に高いといえる。ただし、日本側投入に係る経費（供与機材

費、施設建設・改修費、実験費、現地人件費など）は当初計画額を大きく超えている。効率性を

促進した要因、阻害した要因も含め、詳細は以下のとおりである。 

 

３－３－１ 日本側投入の効率性 

（１）専門家の派遣 

質、量、タイミング的におおむね適切に行われている。 

 

（２）本邦研修 

本邦研修に参加した C/P からのヒアリングによれば、大多数が、研修生の選択、タイミ

ング・期間、研修内容は適切であったとコメントしている。本邦での研究活動内容は、渡

航前に日本側専門家と協議し決定しているとのことである。本邦研修で得られた経験・知

見（機器の使用方法、実験計画の設計、分析手法など）は、本プロジェクトの研究活動だ

けでなく、他の研究活動や教育業務にも活用しているとのことである。 

 

（３）供与機材、施設建設・改修 

供与機材は、JICA ベトナム事務所調達によるもの（仕様はプロジェクトチームで準備）、

プロジェクトチーム調達によるもの（ベトナムにて調達、もしくは九大が日本で調達しベ

トナムに輸送）がある。基本的には必要な機材がタイムリーに供与されている7。管理スタ

ッフを C/P から選定し、機材使用申請承認手続きを整備し、使用説明書を機材に貼付する

など、供与された機材は適切な管理がなされ、プロジェクト活動に十分に活用されている。 

プロジェクト活動のため、HUA は育種実験棟内に育種実験室を確保していたが、これは

想定外の修繕を要した。しかし、同実験室でのプロジェクト活動は 2 年目以降に計画され

ていたため、活動進捗には影響はなかった。 

                                                        
7 イルミナ社製高性能ビーズアレイ（VC-101-1000J）は、本プロジェクト計画段階（2010年）では最良のシステムであったため、

供与が決定された。しかし、2012年 10月に販売が中止となり、試薬の提供も 2017年までとなっている。 
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（４）業務費 

プロジェクト活動の実施に必要な業務費（実験費、人件費）は遅延なく支出されている。

ただし、前述のように、支出実績が計画額を上回っている。 

 

３－３－２ ベトナム側投入の効率性 

（１）C/Pの配置 

前章でも述べたように、HUA若手研究者が本プロジェクトの C/Pとして配置されている。

C/Pがプロジェクト活動に専念できるよう、HUA側は必要な措置を取っている。 

 

（２）業務費 

プロジェクト活動に係るベトナム側の業務費は、計画投資省（MPI）、教育訓練省（MOET）

を通じて、財務省（Ministry of Finance：MOF）から割り当てられる資金と、HUAの自己資

金により賄われている。前者については、プロジェクト期間 5 年間の総枠分は既に承認さ

れている。最初の年は実際の支出までに時間を要したが、ベトナム側の業務費が支出され

ずプロジェクト活動が滞ったという問題はこれまでには生じていない。 

 

３－３－３ 活動の効率性 

アウトプット産出のために、プロジェクト活動は、おおむね効率的に進捗している。効率性

を促進した要因は以下のとおりである。 

・既述のとおり、日本側専門家と HUA C/Pが良好な協力関係を築いている。 

・優秀な若手研究者を C/Pとして配置し、若手研究者が日本側専門家のみならず、HUAのシ

ニア C/Pからも指導を受けつつ、活動を進めるという体制を取っている。HUAのメンバー

間の関係が良好である。 

・HUAと他のベトナム側関係機関〔MOET、農業農村開発省（MARD）、MOF、MPI、地方政

府〕の関係が良好である。省の農業農村開発局（DARD）の職員は HUAの卒業生が多いこ

とも、良好な関係の理由ともいえる。 

・HUA の努力及びソクチャン省の協力により、ソクチャン育種支場が予定より半年も早く設

置され、世代促進法が迅速に実践された。 

 

３－４ インパクト 

３－４－１ 上位目標達成の見込み 

プロジェクト前半は、想定以上に世代促進が迅速に進み、ジェノタイピングによる効率的な

イネ育種法が確立しつつあり、有望系統群の開発に係る活動も進んでいる。 

ベトナムでの新品種登録には、「区別性、均一性、安定性」（Distinctness, Uniformity, Stability：

DUS）テスト、及び種子品質検査（Value for Cultivation and Use：VCU）をクリアする必要があ

る。イネの VCUテストでは、1～2年間の試験場での品質特性試験、大規模面積での実用化試験

（2年間）が実施される。 

プロジェクトでは、有望系統に対し品質特性試験に当たる生理生態学的試験を実施し、その

後エリート系統（elite lines）については 1 ha程度の実用化試験を実施する予定である。改良品

種の普及という点では、種苗会社及び農家との協働が必要であるが、プロジェクトでは、タイ
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グェン実験圃場の運営において種苗合資会社との協力関係が既にある。また、タイグェン省と

ラオカイ省の農民を対象とした研修を 3 回実施しており、今後開発される品種への認識と期待

が高まっている。よって、北部中山間地域においてイネ改良品種が普及し、食料安全保障及び

持続的農村開発が促進されるという上位目標は、プロジェクト終了後 3 年以内の達成は厳しい

ものの、将来的には達成されることが大いに見込まれる。 

 

３－４－２ 波及効果 

本プロジェクトは、以下のとおり、正のインパクトをもたらしている。 

① プロジェクト活動を通じて、C/Pの若手研究者の能力は向上している。インタビューした若

手 C/P は、プロジェクト活動を通じて、その研究分野に係る知識・技術が向上したことに同

意し8、以下の例を挙げている。 

－ 機材の使い方に自信がつき、他の研究員に使い方の指導ができるようになった。 

－ 研究に基づく論文を執筆した9。 

－ 研究成果の発表を行った。プレゼンテーションスキルも向上した。 

－ どのパラメーターを使うべきか、どの資機材が必要かなど、実験計画をよりスムーズに

立てられるようになった。 

－ 研究活動の取り進め方につき理解ができた。 

② 現在、4名の C/Pが博士課程（HUA 2名、九州大学 2名）に、2名の C/Pが修士課程（名古

屋大学、愛媛大学）に所属しており、学位保有者の数が今後増えることになる。 

③ 2012年 10月 11日、HUA主催のワークショップ「ベトナムにおける気候変動に対応する持

続可能な農業開発」が開催され、HUA内外約 140名の参加があった。プロジェクト概要の説

明もなされ、諸省庁からの参加者はプロジェクトに対し強い期待を抱くことになった。 

④ ソクチャン育種支場の設置・運用を通じて、ソクチャン省の DARD、教育関係者との関係

が深まった。ソクチャン省にとっては独自の育種活動の改善につながる一方、プロジェクト

側も今後の新たな研究課題についてのアイディア（耐塩性、乾燥耐性、冠水耐性など）が得

られた。 

⑤ 2012 年 1 月、9 月、2013 年 5 月に、タイグェン省とラオカイ省の農家を対象に農民研修を

実施した（参加者総計約 180名）。プロジェクトで開発する品種ブランドへの認知度と期待が

農民の間で高まっている。 

⑥ JICA 技術協力プロジェクト「貧困地域小規模インフラ整備計画に係る参加型水管理推進プ

ロジェクト」は 2012年 8月にホアビン省及びゲアン省で農民研修を実施した。同研修に、本

プロジェクト遺伝資源チームのリーダーが講師として参加し、開発予定の品種を含めた高収

                                                        
8 日本側専門家からは、実験機材の使用方法は習得し、実験を行うという点では C/Pの能力は改善したが、研究課題との関係に

おいてどのような実験をどのような機材を使用して進めるのが効率的・効果的であるかについての理解は十分ではない、との

コメントがあった。プロジェクトマネジャーからも、機材の使い方、実験の進め方に関する能力は向上しているが、研究のア

イディアを準備する能力の改善は今後の課題であるとのコメントがあった。 
9 プロジェクト研究活動に関連した 3論文が採録されており、うち 2論文が既に発表されている（ “Photosynthetic Characteristics 

and Dry Matter Accumulation of New Developed Rice Lines with Short Growth Duration” in Journal of Science and Development, Vol.11, 

No.2, 2013, Hanoi University of Agriculture; and “Nitrogen Use Efficiency and Accumulation Grain Yield of Two Very Short Growth 

Duration Rice Lines” in Science and Technology Journal of Agriculture & Rural Development, July 2013, Ministry of Agriculture and 

Rural Development, Vietnam.）。 
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量米の栽培方法の説明を行った。新品種の情報が中部地域に伝わる端緒となる一方、プロジ

ェクトにとっても、旱魃・塩害被害が大きい中部稲作地帯の特質を農民から直接吸収するこ

とができた。 

 

３－５ 持続性 

３－５－１ 政策支援 

食料不足の状態にある中山間地域における食料安全保障は、ベトナムの国家政策であり続け

るため、政策支援はプロジェクト終了後も継続することが大いに見込まれる。長期的な食料安

全保障に向けて、本プロジェクトの研究課題を拡大していくならば、更なる政府支援が得られ

る可能性もある。 

 

３－５－２ 財政面 

管轄省である MOET の予算は主に教育業務に割り当てられるため、プロジェクト関連の研究

活動を継続するための MOET からの予算は限られたものと思われる。研究活動に係るプロポー

ザルを他機関に提出し、研究資金を得るという可能性もあるが、若手研究者が資金を得ること

は通常難しい。研究資金が得られるか否かは、チームリーダーなどの主要 C/P が、興味を引く

プロポザールの準備、関係者とのコミュニケーションといった資金取得に係るノウハウを今度

どの程度習得できるかによる。 

新品種登録のめどが立てば、新品種の導入・普及に対する、MARD からの資金手当てはかな

りの確度で期待できる。 

 

３－５－３ 組織・技術面 

これまでのプロジェクト活動を通じて、若手 C/P の知識・技術はある程度向上している。今

後人材育成が強化される予定であることから、プロジェクト終了までにはその能力は更に向上

すると考えられる。特に、HUAの研究者が他の大学・研究機関に移るケースはあまりないため、

若手 C/P は今後も HUA に定着し、研究活動を継続すると考えられる。HUA に機材も整ったこ

とから、資金的手当てができれば、プロジェクト終了後も、C/P自身で供与機材を活用して研究

活動を継続していくことは大いに見込まれる。ただし、研究活動のアイディアを出し、研究活

動計画を立て、資金を確保し、研究活動を実践してくという総合的な能力が、主要 C/P メンバ

ーに今後どこまで備わるかについては懸念がある。 

 

３－６ 結 論 

① 本プロジェクトは、ベトナム側の開発政策、日本の ODA政策、C/P及び対象地域のニーズ

と整合しており、妥当である。 

② 本プロジェクトは、これまで順調に進んでおり、中間時点においては予定どおりのレベル

の成果が出ており、当初予定を上回っている成果もいくつかある。既述のとおり、今後継続

される活動により、更なるレベルに成果が達成することが見込まれることから、プロジェク

ト目標はプロジェクト終了時までに達成される見込みであることが確認された。 

③ プロジェクト終了後の関連研究活動の持続性については、特に資金確保の点で懸念が残る。 
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第４章 提言・教訓 
 

４－１ 提 言 

レビュー調査結果を踏まえ、順調なプロジェクト実施の継続、持続性を確保するために、以下

の点を、調査団からプロジェクトチームに提言した。 

 

（１）プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の改訂 

プロジェクトの進捗を考慮し、2012年 1月に改訂した PDM第２版を、主に目標値を変更す

る形で改訂を行うことを提案する。併せて、活動計画（PO）のスケジュールの改訂を提案す

る。詳細については、付属資料１の Annex-4及び Annex-5を参照。 

 

（２）プロジェクト後半期間に係る予算計画の見直し 

プロジェクトはこれまで順調に進捗し、十分なレベルの成果を達成してきた。一方で、日

本側投入に係る経費（供与機材費、施設建設・改修費、実験費、人件費など）として、当初

計画額を大きく上回る支出がなされている。日本側専門家及びベトナム側 C/P 双方は、今後

のプロジェクト成果の産出に影響を与えない範囲で、活動の優先度を考慮し、後半期間に係

る予算計画の見直しを行う必要がある。 

 

（３）プロジェクト終了後の研究活動継続のための HUAによる予算確保 

プロジェクト研究活動経費の大部分を現在は日本側が負担しているが、プロジェクト終了

後は、HUA 側でこの経費を負担しなければならない。機材の維持管理運用費、実験実施に係

る費用（資材購入費など）、人件費などが、研究活動を継続するためには必要となる。HUAの

主要 C/P メンバーは、資金確保の方策につき検討し、研究プロポーザルの準備など、必要な

行動を取ることが求められる。 

 

（４）人材育成の強化 

プロジェクト活動を通じて、若手 C/P の知識・技術は向上したものの、これらの知識・技

術は実験手法に関連する限定的なものであり、研究活動プロジェクトを計画し主体的に実施

するという総合的な能力のレベルには至っていない。若手 C/P がこうした総合的な能力を習

得していくためにも、日本側専門家及びシニア C/P は適切な指導を行い、これらの人材育成

を強化していく必要がある。 

 

（５）研究活動成果の発信 

日本側専門家及びベトナム側 C/P 双方は、原著論文発表、学会発表、ワークショップ及び

セミナー開催などを通じ、プロジェクト研究活動成果の発信を強化していくことが求められ

る。 

 

４－２ 教 訓 

① 育種実験室として使用予定であった HUAの実験棟の最終確認を行ったところ、給排水、電

気配線、換気、気密性などに問題があり、改修工事が必要であることが判明した。本プロジ
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ェクトでは機材搬入前の対応が可能であったため進捗に大きな影響はなかったものの、プロ

ジェクトで使用予定の施設・設備については事前に十分な調査と仕様確認が必要である。 

 

② HUA若手研究者を C/Pとして選出したことにより、長期にわたり研究に従事可能な人材へ

技術移転を行う体制を整えることが可能となった点は、本プロジェクトのグッドプラクティ

スである。一方で、若手 C/P は研究活動経験が十分でない、研究活動よりも教育教務に時間

を取られる、自力で研究資金を確保することが難しいなどの点でのディスアドバンテージが

ある。 

 



付 属 資 料 

 

１．ミニッツ 

 

２．評価グリッド（英文・和文） 

 

３．供与機材 
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